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第16回第

急
速
な
規
模
拡
大
が

　
　
　

進
む
ア
メ
リ
カ

　

日
本
酪
農
の
経
営
規
模
は
、
今
後

も
拡
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
急
速
な
規
模
拡

大
が
図
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
酪
農

を
調
査
す
る
こ
と
で
、
日
本
酪
農
の

規
模
拡
大
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
こ
の
視
察
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

視
察
先
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ
サ

カ
市
周
辺
の
大
規
模
酪
農
経
営
及
び

コ
ー
ネ
ル
大
学
で
、
同
大
学
の
ア
ニ

マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
部　

ト
ム
・
オ
バ

ー
ト
ン
教
授
と
通
訳
を
交
え
て
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

変
動
が
続
く
乳
価

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
年
単
位
で
乳
価

が
定
ま
る
日
本
と
異
な
り
、
乳
製
品

市
場
に
連
動
し
て
月
単
位
で
乳
価
が

決
ま
り
、
そ
れ
が
月
ご
と
に
大
き
く

変
動
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
２
０
０
０
年
代
に
入
り
、

人
口
増
に
伴
う
乳
製
品
消
費
や
輸
出

需
要
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
上
昇
傾

向
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０

０
８
年
に
端
を
発
し
た
世
界
金
融
危

機
に
よ
る
世
界
的
な
景
気
低
迷
時
に

は
、
再
生
産
不
可
能
な
水
準
ま
で
大

幅
に
低
下
し
、
さ
ら
に
同
年
に
発
生

し
た
干
ば
つ
で
飼
料
穀
物
や
乾
草
の

価
格
が
高
騰
し
た
こ
と
に
よ
り
、
酪

農
家
の
収
益
性
は
一
層
悪
化
す
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
に
入
り
、
世
界
的
に

生
乳
生
産
量
が
増
加
す
る
一
方
、
こ

れ
ま
で
需
要
を
伸
ば
し
て
き
た
中
国

の
乳
製
品
輸
入
量
が
減
少
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
乳
製
品
の
国
際
需
給
が

緩
和
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
乳
製

品
は
堅
調
に
輸
出
を
伸
ば
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
影
響
な
ど
か
ら
乳
価

が
下
落
し
て
い
ま
す
。

酪
農
家
戸
数
と
そ
の
分
布

乳牛飼養頭数（2016年 7月現在）は134万 5,000
頭（前年比1.9%減）、前年に比べ2万6,000頭減少。

乳牛飼養頭数（2015年 12月現在）は932万 2,000
頭（前年比0.2%増）、前年をわずかに上回って推移。

　きくち酪農コンサルティング（株）主催による視察研修について、今月号よりシリーズ
で連載致します。初回は、アメリカ酪農の概要と視察先牧場の歴史について報告致します。
参加・報告者：西春別支所 営農課経営相談係長　茂木　直矢
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ
サ
カ
市

ミ
ュ
ラ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
３
農
場

　

イ
サ
カ
市
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
中
部
ト
ン
プ

キ
ン
ス
郡
に
あ
る
都
市
で
、
人
口
は
２
９
，２

８
７
人
（
２
０
０
０
年
国
勢
調
査
）。
ア
イ
ビ

ー
・
リ
ー
グ
（
東
海
岸
の
名
門
８
大
学
）
の
１

つ
に
名
を
連
ね
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
を
は
じ
め
、

イ
サ
カ
大
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
コ
ー

ト
ラ
ン
ド
校
な
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る
学

術
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
か
ら
は
約
400
㎞
離
れ
た
場
所
に
位
置
し
、

夏
は
比
較
的
過
ご
し
や
す
い
気
温
で
す
が
、
冬

に
は
30
〜
40
㎝
の
積
雪
を
記
録
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

視
察
先
の
ミ
ュ
ラ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
第
１
〜

３
農
場
で
合
計
４
，０
０
０
頭
の
飼
養
頭
数
を

誇
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
身
の
代
表
者
ジ
ョ
ー

ジ
は
83
歳
。
産
業
貢
献
も
活
発
で
あ
り
、
地
元

ア
ッ
プ
ス
テ
イ
ト 

ナ
イ
ア
ガ
ラ
農
協
の
理
事

も
務
め
て
い
ま
す
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
の
叔
父
が
１
９
４
１
年
に
第
１
農

場
を
購
入
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
の
母
親
が
農
場
育
ち

で
牛
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
幼
少
の
ジ

ョ
ー
ジ
を
連
れ
叔
父
の
農
場
に
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
。

　

コ
ー
ネ
ル
大
学
を
卒
業
後
、
陸
軍
と
し
て
１

年
間
朝
鮮
戦
争
に
出
兵
。
１
９
５
７
年
、
農
場

に
戻
り
叔
父
と
農
場
主
に
農
業
を
学
び
ま
し
た
。

子
牛
40
頭
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
未
経
産
牛
の
売

買
か
ら
搾
乳
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
、
牛
舎
で
は
外

か
ら
牛
を
入
れ
、
９
つ
の
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
繋
留

し
て
ミ
ル
カ
ー
４

台
で
搾
乳
し
な
が

ら
、
当
時
10
円
／

㎏
だ
っ
た
乳
価
が

５
年
間
で
12
円
／

㎏
に
な
り
、
ヘ
リ

ン
ボ
ー
ン
パ
ー
ラ

ー
の
増
設
後
は
乳

牛
が
400
頭
に
な
る

ま
で
24
年
間
使
用

す
る
な
ど
、
借
金

を
減
ら
し
な
が
ら

徐
々
に
規
模
拡
大

へ
と
シ
フ
ト
し
て

い
き
ま
し
た
。

州別飼養頭数を見ると、最も多いのはカリフォルニア州であり、これ
にウィスコンシン・アイダホ・ニューヨーク州などが続いている。

ジョージ代表（左）と
　　オバートン教授（右）

７頭ダブルのヘリンボーンパーラー 農場スタート時の牛舎
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　11月12日から12月7日の日程で、審査員に北海道ホルスタイン農業協同組合より、田井道広審査員

を迎え、平成30年度後期（Ａ日程）体型調査及び牛群審査が行われました。

　牛群審査については、別海支所・酒井保幸氏所有グローリーランド　ベツスリリー　ハツドリー号が
ＥＸ９２点、根室支所･中川佳代氏所有センターランド　アカロイ　ＥＴ号がEX92点、センターランド
バロア　デストライ号がEX90点、センターランド　テラソン　カツト　ダーハム号がEX90点、セン
ターランド　アウトバウンド　Ｅ　ジヤツク号がEX90点、同じく根室支所･矢部譲治氏所有アローメー
プル　ローラ　ゴールド　テイーチ号がEX91点、上春別支所･佐藤正一氏所有フエイアーク　ウインド
テラソン号がEX90点を獲得しました。おめでとうございます。
　後代検定体型調査については、調査結果はこれからの後継牛の選抜・淘汰に欠くことのできない種雄

牛評価値の貴重なデータとして活用される事となりますので、今後とも乳検への加入、後代検定精液の

利用ならびに、体型調査へのご協力をお願いいたします。

　今回、調査協力をいただきました生産者の皆様に感謝申し上げ報告といたします。

後期Ａ日程体型調査・牛群審査終わる！！後期Ａ日程体型調査・牛群審査終わる！！

平成30年後期A日程牛群審査
決定得点EX牛一覧

決定得点87点以上牛一覧

グローリーランド　ベツスリリー　ハツドリー

センターランド　アカロイ　ＥＴ

アローメープル　ローラ　ゴールド　テイーチ

センターランド　バロア　デストライ

センターランド　テラソン　カツト　ダーハム

センターランド　アウトバウンド　Ｅ　ジヤツク

フエイアーク　ウインド　テラソン

200H3205

29H9023

200H393

94H13666

7H5157

200H3516

200H3501

06－00

07－01

07－02

07－04

06－04

06－03

05－10

酒井　保幸氏

中川　佳代氏

矢部　譲治氏

中川　佳代氏

中川　佳代氏

中川　佳代氏

佐藤　正一氏

92

92

91

90

90

90

90

フアインクエスト　ダンデイー　ステイリー

フアインクエスト　バーク　ウインド　ゼニス

マツクスデーリイ　スターシア　デンプシー

サンワ－ド　ＶＭ　オ－シヤン　クララ

グリ－ンリバ－　セルロ－バ－　フイ－バ－　

グローリアス　キヤンデ　イス　メーヤー

グローリアス　バーク　スプマンテ

グローリアス　バーンズ　ダビドソン

ＢＦ　ローザベン　ジエリツク

ＢＦ　ＭＢＢ　ダン　フイーバー

フアインクエスト　クラシツク　トツプガン

ミドリ　プリンス　チエリオス

200H2106

200H3501

7H9264

7Ｈ11477

200Ｈ5592

200H3205

7H8190

200H5024

200H5577

200H5592

200H5592

200H3648

05－05

06－07

05－02

05－00

07－01

09－03

08－07

08－00

06－04

06－03

04－06

04－05

丹羽　博文氏

丹羽　博文氏

佐久間　勝氏

日向　和哉氏

今井　明郎氏

丹羽　　務氏

丹羽　　務氏

丹羽　　務氏

清水　　彰氏

清水　　彰氏

丹羽　博文氏

㈲オードリーファーム

89

89

89

89

89

88

88

88

88

88

88

88

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所有者

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所有者
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センターランド　チヤンピオン　ツー　シヨツク
ローズ　トレビノ　フイーバー
ホープ　ヒルトン　ジヤツク
エクセルランド　ウオーカー　シーバー
マツト　サクセス　フイーバー
スピリツト　ダンデイ　　スター　アイドリング
ダイアリー　マーク　スプラツシユ　ジユリー
マウントエース　エリザベス　ウイナー
マウントエース　アフター　フジ
ＢＦ　ローザベン　サンデイスター
ＢＦ　ＭＢＢ　ローズ　レイザー
ＢＦ　ロジユ　ダンデイー　スパーク
ダイアリー　バーク　ブエナ　カツプ
ロイレーン　ゴールドウイン　カイト　ＥＴ
フアインクエスト　バーク　ドリーム
カサハランド　ダチエス　バーンズ　ルビー
カサハランド　エレベーシヨン　サンデイ　レキシ
カサハランド　キヤリオーブ　スーダン　ＥＴ
フレーバーランド　ベンジー　ブラウラー
テリーグ　ブツケム　ベイビツト
ミドリ　ブツケム　サベージ
パブスト　チエリオス　ジエノバ
テインカーベル　ブラクストン　スクープ　ＥＴ
テキサス　ブラウラー　ストーム
アドミラル　モーグル　スター
センターランド　ロウライナー　ツブ
センターランド　ダンデイー　ミルトン　ルビコン
センターランド　チヤンピオン　ツー　ダンデイー
ホープ　エアロ　スプラツシユ
ミリオン　フオーチユン　ウイロー
マツクスデーリイ　エリザベス　ブレス　ＥＴ
マツクスデーリイ　エリザベス　プラダ
エクセルランド　アルテイ　スパークリング
エクセルランド　マーシヤル　スパークリング
フエイアーク　ブレーク　サンチエス
マラソン　フイーバー　アフター　サニー
メリーランド　ビユーテイ　ホワイト　マツカチエン　
スカジツト　スプラツシユ　ベノツク　フタゴ　
ビツグゲ－ト　アツトウツド　ゴ－ドン　　
リ－プリング　パウロブロ　ルチア－ナ　フタゴ
グリ－ンリバ－　プレシヤス　ガ－ド　　
グリ－ンリバ－　アフタ－　マリリン　

94H14105
200H5592
200H3516
200H5567
200H5592
JP3H53584
JP3H53998
JP3H53940
94H14105
JP3H54477
7H9222
JP3H53999
200H3603
200H3205
JP3H53959
29H13387
250H896
1H9321
200H5929
7H10721
7H10721
200H3648
7H9165
200H5929
7H11314
11H9791
56207

94H10276
3H53998
7H8477
3H53998
3H53999
3H53999
3H53999
200H5592
200H5592
7H11477
3Ｈ53998
7Ｈ10506
7Ｈ11477
200Ｈ5630
94Ｈ14105

04－03
06－11
06－00
06－00
06－01
05－10
05－03
06－04
04－00
05－06
04－11
04－09
05－04
04－08
04－08
06－00
05－03
05－01
05－00
03－08
04－00
04－02
04－10
05－03
04－02
05－08
05－01
03－02
05－04
04－05
05－05
04－04
05－00
04－00
05－11
05－02
04－03
05－02
05－09
04－02
05－00
04－03

中川　佳代氏
石橋　潤一氏
石橋　潤一氏
㈲武隈牧場
佐藤　正一氏
佐々木　信氏
丹羽　　務氏
安部　政博氏
安部　政博氏
清水　　彰氏
清水　　彰氏
清水　　彰氏
㈱Diary　Holsteins
丹羽　博文氏
丹羽　博文氏
笠原　穣二氏
笠原　穣二氏
笠原　穣二氏
平沢　　清氏
㈲オードリーファーム
㈲オードリーファーム
㈲オードリーファーム
㈲オードリーファーム
㈲オードリーファーム
㈲オードリーファーム
中川　佳代氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
石橋　潤一氏
石橋　潤一氏
佐久間　勝氏
佐久間　勝氏
㈲武隈牧場
㈲武隈牧場
佐藤　正一氏
佐藤　正一氏
佐久間　淳氏
宇居　幸子氏
大門　貴幸氏
日向　和哉氏
今井　明郎氏
今井　明郎氏

88
88
88
88
88
88
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所有者

フアインクエスト　コントラス　スタイル
テキサス　エピツク　ストーマチツク
エクセルランド　ゴールド　ウオーカー　チツプ

200H6156
250H1002
7H10920

02－05
02－05
02－09

丹羽　博文氏
㈲オードリーファーム
㈲武隈牧場

84
84
84

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所有者

初産決定得点84点以上牛一覧
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青
年
部
べ
つ
か
い
支
部
で
は
、
別
海
地
区

と
上
風
連
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
青
年

部
員
に
よ
る
食
育
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

別
海
地
区
は
10
月
28
日
に
別
海
町
農
業
農

村
広
場
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ロ
ー
ル
パ
ッ
ク

で
の
記
念
撮
影
や
酪
農
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
な
い
ま
し
た
。
参
加
者
を
募
集
し
、
約
30

名
程
度
の
園
児
達
と
親
御
さ
ん
に
参
加
し
て

頂
き
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
り
写
真
撮
影
を
行

う
な
ど
し
て
楽
し
そ
う
な
様
子
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
風
連
地
区
で
は
８
月
７
日
に
ア
イ
ス
作
り

を
行
い
ま
し
た
。
大
き
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
に
ア

イ
ス
の
も
と
を
入
れ
た
小
さ
い
容
器
を
入
れ
、
そ
れ
を

園
児
皆
で
転
が
し
て

作
り
ま
し
た
。
２
組

に
分
か
れ
て
競
争
し

な
が
ら
作
る
様
子
は

と
て
も
楽
し
そ
う
で
、

出
来
上
が
っ
た
ア
イ

ス
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

な
ど
と
一
緒
に
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。

青年部べつかい支部
園
児
を
対
象
に
食
育
活
動

　

女
性
部
員
及
び
女
性
農
業
者
を
対
象
に
Ｊ

Ａ
事
業
へ
の
女
性
意
見
反
映
の
た
め
、
女
性

向
け
懇
談
会
を
各
支
所
に
て
開
催
し
、
Ｊ
Ａ

に
対
す
る
課
題
や
意
見
、
要
望
等
に
つ
い
て

女
性
の
視
点
で
自
由
に
意
見
を
出
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

女
性
の
正
組
合
員
加
入
や
理
事
登
用
に
関

す
る
意
見
、
女
性
部
活
動
の
あ
る
べ
き
姿
、
災
害
対
策

や
営
農
生
産
、
家
庭
に
関
わ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
に
つ
い
て

の
回
答
は
集
約
し
た
後
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
改
善
・
検
討
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
女
性
の
活
躍
が

必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
定
期
的
に
女

性
向
け
懇
談
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

女性向け懇談会
女
性
の
意
見
を
Ｊ
Ａ
運
営
に

　　開催日　　　支　所　　 参加人数
12月12日　 上春別支所　（13名）
12月14日　 根 室 支 所　（ 9 名）
12月17日　 別 海 支 所　（26名）
12月18日　 西春別支所　（15名）

●募集人数15名程度 ●男女共学 ●1カ年、全寮制 ●満24歳未満（平成30年4月1日現在）
●大学卒及び見込、短大・専門学校及び見込、高校卒及び見込
●試験日:2月16日 ●願書受付:1月16日～2月5日消印有効 ●学校見学もできます

平成31年度第2次学生募集

TEL 011-386-7502（JAカレッジ 学生部）
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営農改善資料発行！④
　平成30年６月に配布されたこの資料は、将来構想の考え方、労働生産性を考

慮した農場全体のシステムのあり方、投資するにあたって事前に準備しておく

ことについて掲載しています。

　９月から計４回にわたり概要と活用事例の紹介をしています。

　今回は営農改善資料の活用事例について紹介します。

　A農場では経営移譲後、新規投資を考えています。今後の
家族の年齢からライフプランを考えて、投資をする際の牛舎
形態や労働力、投資額や資金などの話し合いをしました（写
真１）。

活用したページ
　１章３　我が家の目標を立ててみよう！（P13～14）
　１章４　どんな選択肢・解決策があるか（P15～21）

　営農改善資料｢わたしの牧場計画｣には、これから新規投資を行う農場や経営移譲した農場が、農

場の将来を考える上で必要な内容が盛り込まれています。改善資料は、章ごとに分かれているため、

必要としている部分だけで活用することもできます。

　今回計４回のシリーズで紹介しましたが、営農改善資料をとおして農場の将来を考える時に少し

でも役立てて頂けたら幸いです。

「搾乳牛舎建設の検討」活用事例1

後継者の声
　頭では考えていたが、紙に書くことで搾乳牛舎が具体的
になり、家族全員で話し共有の場となりました。

　B農場は近年経営移譲がされた農場です。
移譲後直ちに営農計画で自分や家族の年齢
からライフプランを考え、長期の計画と今
年１年の営農計画を立てました。

活用したページ
　付録①　ライフプランシート(P付録①)

「経営移譲後の
　ライフプランの検討」

活用事例2

後継者の声
　今後の労働力が明確になり、営農計画
が立てやすくなりました。

　C農場では育成牛舎を新築するため、農
場の航空写真(1000分の１)に資料の付録を
使って、育成牛舎のパーツを配置して、適
切な牛舎の向きや位置を検討しました。

活用したページ
　２章３　農場のレイアウトを考える（P41～44）
　付録②　農場レイアウト施設パーツ（P付録②）

「育成牛舎建設場所の検討」活用事例3

後継者の声
　これをきっかけに、農場全体のレイア
ウトや動線を考えることができました。

写真１　家族と関係機関で投資計画打合せ中

家族全員で話し合っています！
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農作業事故防止に向けて
地域技術グループ　研究主幹　堂腰　顕

　北海道農作業安全推進本部の農作業事故報告書（https://agr-anzen.jimdo.com/）から、根室地域に

おける農作業事故の特徴を示しましたので、家族や従業員、地域における農作業事故防止対策を考える

際の参考にしてください。

　平成29年度の事故件数は根室管内では208件、全道では

2,166件でした。これを農業就業者1,000人あたりに換算する

と根室管内では54.3人と近年急速に増加しており、全道

（22.4人）に比べて倍以上になってます。また、女性の事故

率が男性を上回っていること、年齢別では30歳代男性の割

合が高いことが特徴的です（図１）。

　負傷事故の増加の原因は「牛」が最も多く、「人の転倒」

が増加しています（図2）。負傷部位は手・足（指も含む）で

約半分を占め、骨折・打撲が多いことから、牛に蹴られる、挟

まれる、踏まれる、引っ張られてまたは押されて転倒するなど

が原因であると推察されます。特に、最近では女性の発生件数

が男性を上回っていることから、牛舎内において無理をして

牛を1人で取り扱うときに起こりやすいと考えられます。

　牛舎内の労働環境は様々なため、農作業安全のための取り組み方も経営ごとに異なるはずです。身の

回りに潜む危険を認識し、自分たちがすべきことを考え、できるところから改善していくという行動に

家族・従業員・地域で取り組んではいかがでしょうか。

事故率は女性が男性を上回っています

牛による事故と転倒が増加しています

農作業事故を防ぐための行動を始めましょう

事故率は女性が男性を上回っています

牛による事故と転倒が増加しています

農作業事故を防ぐための行動を始めましょう
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
世
代
の
大
規
模
農
業
経
営
者
の

育
成
を
目
的
と
し
た
「
北
海
道
ア
グ

リ
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
農
業

経
営
塾
）」の
第
３
回
講
座
が
、
受
講
生
10
名
の
参

加
の
も
と
、
11
月
29
日
・
30
日
の
両
日
、
札
幌
市

内
で
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
人
づ
く
り
・

組
織
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
組
織
開
発
、
労
務

管
理
の
基
礎
知
識
を
専

門
家
か
ら
学
ぶ
と
と
も

に
先
進
事
例
の
紹
介
も

あ
り
、
研
修
の
ま
と
め

と
し
て
、
受
講
生
各
自

が
「
夢
の
農
業
経
営
」

を
実
現
す
る
た
め
の

「
働
き
方
改
革
実
行
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
に
農
業
経
営
者
支
援
の
一
環
と

し
て
、
今
年
で
８
回
目
と
な
る
「
農
業

経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
札
幌
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、（
有
）ト
ッ
プ
リ
バ
ー
の
嶋
﨑
代
表
取
締

役
に
「
ト
ッ
プ
リ
バ
ー
流
の
人
材
育
成
」
を
、
志

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
上
甲
代
表
に
「
い
ま
経
営
者
に

求
め
ら
れ
る
も
の

〜
松
下

幸
之
助
の
人
づ
く
り
〜
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
人
材
育

成
の
重
要
性
を
理
解
で
き

た
」、「
人
と
し
て
あ
る
べ
き

姿
を
教
わ
っ
た
」
な
ど
好
評

を
頂
き
ま
し
た
。

　

全
道
の
ホ
ク
レ
ン
Ｓ
Ｓ
で

展
開
し
た
「
２
０
１
８
ラ
ブ

＆
ハ
ー
ト
チ
ャ
リ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
寄
せ

ら
れ
た
募
金
と
、
売
り
上
げ
の
一
部
を
合
算
し
た

総
額
300
万
円
を
、
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

託
し
ま
し
た
。
当
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ホ
ク
レ
ン

の
社
会
貢
献
活
動
「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｅ
Ｎ 

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
お
り
、
道
内
の
児
童
保
育

施
設
約
810
箇
所
に
、
絵
本
な
ど

の
購
入
費
用
と
し
て
使
用
い
た

だ
く
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
24
日
（
月
）
か
ら
今

年
の
１
月
20
日
（
日
）
ま
で
、
さ
っ

ぽ
ろ
地
下
歩
行
空
間
に
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン×

こ

ど
も
共
済
」
の
巨
大
壁
面
広
告
（
全
長
14
．５

ｍ
）
を
掲
出
し
ま
す
（
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
）。

一
般
の
マ
マ
達
が
選
ぶ
「
マ
ザ
ー
ズ
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
大
賞
」
を
受
賞
し

た
「
こ
ど
も
共
済
」
を
年

末
・
年
始
に
か
け
全
道
か

ら
札
幌
へ
訪
れ
る
方
々
へ

Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま
す
。
札
幌

に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ

地
下
歩
行
空
間
で
ご
覧
下

さ
い
！

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本

会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康
情
報

を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

イメージ
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【経営科】校内実績発表大会を開催
　12月６日（木）、本校を会場に校内実績発表大会を
開催しました。この大会は農業クラブ事業の一つで、
各専攻班のプロジェクト学習の成果を発表するもので
す。北海道開発局根室農業事務所所長　高田敏彦様、
根室農業改良普及センター所長　嶋野幹夫様、道東あ
さひ農業協同組合営農部長 齋藤哲範様、別海高校農業
クラブOB会　小椋忠男様を審査員に迎え、飼料作物
研究班、資源循環研究班、畑作園芸研究班、乳製品加
工班の４班が発表を行いました。
　消化液の有効活用に関
する研究やライ麦を利用
した高品質粗飼料生産の
研究など、どの班も地域
農業の課題を取り上げた
発表内容となっており、
審査員の方からは「地域
の特性を活かしたプロ
ジェクトであり、好感が持てた。」「発表の練習にさら
に力を入れて欲しい。」とのアドバイスを頂きました。
　今後本校より選抜された専攻班は１月16、17日に
美幌町で開催される東北海道大会へ出場します。結果
は以下のとおりです。
【最優秀賞】乳製品加工班
　　　　　　「おいしいチーズを創りたい」
【優 秀 賞】資源循環班
　　　　　　「消化液を使った水耕栽培への挑戦PartⅡ｣
【優 秀 賞】畑作園芸班
　　　　　　「別高産お菓子の製造に向けて
　　　　　　　～誰でも食べられるカボチャクッキー～」

【経営科】肉製品加工実習を行いました
　12月13日（木）別海町農漁村加工体験施設で酪農
経営科３年生を対象に、ソーセージの製造実習を実施
しました。
　校内には肉製品製造設備がない
ため、肉加工製造工程をきちんと
学ぶ、貴重な体験学習の機会とな
りました。特に羊腸に肉を詰める
際は、力の入れ加減によってすぐ
に破れてしまうなど悪戦苦闘して
いましたが、ご担当の松原様のア
ドバイスで実習を進めていくことができました。参加
した生徒からは「特に腸詰めは難しかったが、授業で
学習したソーセージの製造工程を、実際に経験するこ
とで、より深く学ぶことができました」との声が聞か
れました。

【専攻科】修了研究活動発表会実施
　11月28日（水）２年目学生による修了研究活動発
表会が実施されました。
　今年度は、「新しい牧草飼料による品質と嗜好性の
検証」、「育成牛の発育調査」と題して２課題の発表が
ありました。
　１つ目の課題では自家牧場
採草地での土壌分析、牧草収
穫後にラップサイレージに調
製したものを、専攻科ケル
ダール分析装置により窒素定
量（粗タンパク質定量換算）
を実施し、その他試験区と対
照区における喰い込み、残滓量より給与調査、嗜好性
を検証し課題結果を発表しました。２つ目の課題では
育成牛の発育向上を目的とし、出生後２～６カ月齢に
おける給与管理において添加剤を給与し、ルーメン内
微生物を活性化させ、「育成牛の肋の開張」「粗飼料吸
収率向上」にどのような良い影響があるのか、育成牛
の生育調査を実施し効果を検証・発表しました。
　関係機関から当日来校して頂いた５名の講師の先生
より、様々な視点から助言やご意見を頂きました。専
攻科を修了してからもご助言いただいたことを参考に、
今後の経営改善に継続して取り組んでほしいと思いま
す。また、今回ニュージーランド研修の為発表しな
かった４名も、修了研究活動について取り組んできた
成果を報告書にまとめる予定です。

【専攻科】根室管内青年農業者会議へ参加
　12月５日（水）に酪農試験場にて根室管内４Ｈクラ
ブ連絡協議会・北海道根室振
興局主催の第44回根室管内
青年農業者会議が開催され、
学生８名が参加しました。こ
の会議は、管内農業の担い手
として実践活動を行っている
青年農業者が、実践活動を通
じて身につけた知識や技術の交換を行い、相互の交流
を深める会議です。
　アグリメッセージ部門では、１年目学生の古谷吹雪
さんが「戻れ若者！酪農王国別海へ!!」と題し発表し
ました。現在は新規就農した両親と共に酪農をしてい
ますが、地域での後継者や担い手が不足していること、
地域での活動を含め問題提起をし、意見を発表してい
ました。
　結果は堂々の最優秀賞となりました。また、参加学
生は４Ｈクラブ員の発表を聴取することで、積極的に
活動内容について質問し、今後の研究活動の参考にし
たり、経営改善の一助となるヒントを見つけたりと、
今後の糧となった会議となりました。

発表の様子

学生発表の様子

アグリメッセージ発表の様子

実習の様子
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・２年前まで、車で片道
　40分ほどかけて通学
　し、専攻科で学びまし
　た。学んだスキルを生
　かし、将来の酪農経営
　の夢に向かって日々頑
　張っています。

根釧酪農郷からの出発
北海道別海高等学校農業特別専攻科募集案内

2019年度 学生募集

入試日程等（１次）募集人員20名　修業年限２年間
・願書受付
　平成31年１月９日（水）から
　平成31年１月22日（火）正午まで
・検査日
　平成31年２月５日（火）

・合格発表
　平成31年２月13日（水）
・検査内容
　作文および面接
・願書配布
　平成30年11月30日（金）

農業特別専攻科の特色　
・18歳以上の酪農を目指す方が、自家や実習先、勤務先で就労・実習を行いながら学校で
　酪農の理論を学ぶ２年制の課程です。
・牧草の収穫時期には、農場【自宅・実習先】で実践を、春・秋・冬には学校に通学して理
　論を学びます。

実習先農家条件（例）
・３食あり、家賃なし、交通費なし、実習代（７～８万円程度）支給。
・親方家族と生活をシェアするか、実習生用の間借りなど、ご相談に応じます。
・正規従業員として法人や農場で働きながら通学可能。

年度始め納入費
・入学金や授業料など
　　　　　　45,550円
・後援会・学友会費など
　　　　　　41,550円　
　　　　合計87,100円
※平成３０年度入学生初年度　　

・海外研修（ニュージーランド）が履修出来ます（2年次希望者）。
・農業次世代人材投資資金（旧・青年就農給付金）（準備型）制度
　対象校です（要審査）。

別海高校農業特別専攻科まで
〒086-0214
北海道野付郡別海町別海緑町70-1
FAX. 0153-75-2263  Tel.0153-75-2053
URL. http://bekkai.hokkaido-c.ed.jp 
Email. bekkai-z4@hokkaido-c.ed.jp

説明会参加
資料請求等
お問い合わせ

Ｈ28年度卒 浜中町 後継者 下元 翔太さん



区　　分 11　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
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本
年
も
「
ま
き
ば
の
風
〜
ぽ
か

ぽ
か
〜
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

昨
年
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

に
よ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
は
じ

め
、
全
国
的
に
災
害
の
多
い
年
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

流
行
語
大
賞
に
は
カ
ー
リ
ン
グ
女

子
Ｌ
Ｓ
北
見
の
メ
ン
バ
ー
が
口
に

し
て
有
名
に
な
っ
た
「
そ
だ
ね

ー
」
が
選
ば
れ
る
な
ど
、
全
国
的

に
見
て
も
特
に
北
海
道
が
注
目
視

さ
れ
た
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
、
組
合
員
の
皆
様
に

と
っ
て
最
良
な
一
年
と
な
る
事
を

お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

退 職 職 員
平成30年12月31日
営農部営農サポート対策室
　　　　　蠟山　真衣
購買部資材燃料課
　　　　　長瀬　　夢
西春別支所営農課 営農企画係
　　　　　西丸　朋子

異 動 職 員
平成31年1月1日
根室支所生産課畜産販売係
→根室支所金融共済課金融共済係
　　　　　岸本　千裕
生産部販売課
哺育育成預託センター
→上春別支所生産課
　畜産販売係兼同支所
　同課上春別畜産センター
　　　　　菅原　　将
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第11回理事会報告　平成30年12月27日開催
議案第１号　　ＪＡ全国監査機構北海道監査部期
　　　　　　　中Ⅰ監査に係る処理顛末について
議案第２号　　第２四半期末監事監査に係る処理
　　　　　　　顛末について　
議案第３号　　災害緊急支援対策事業に係る乳用
　　　　　　　牛貸付規程の制定について
議案第４号　　平成31年度役員報酬審議会への諮
　　　　　　　問について
議案第５号　　資産査定業務に係る評価基準額に
　　　　　　　ついて
議案第６号　　一般組合員に対する農業経営基盤
　　　　　　　強化資金の借入と貸付について
議案第７号　　理事者に対するＪＡ農業経営ステ
　　　　　　　ップアップローンの貸付について
議案第８号　　特定組合員に対する農林漁業セー
　　　　　　　フティネット資金の事務取扱につ
　　　　　　　いて
議案第９号　　特定組合員に対する乳牛保留対策
　　　　　　　資金の貸付について
議案第10号　　特定組合員に対するＪＡ農業経営
　　　　　　　ステップアップローンの貸付につ
　　　　　　　いて
議案第11号　　理事者に対する平成31営農年度組
　　　　　　　合員勘定取引供給限度額・貸越極

　　　　　　　度額及び家計費現金供給限度額の
　　　　　　　設定について
議案第12号　　特定組合員に対する平成31営農年
　　　　　　　度組合員勘定取引供給限度額・貸
　　　　　　　越極度額及び家計費現金供給限度
　　　　　　　額の設定について
　
報告事項１　　貸借対照表及び損益計算書（11月
　　　　　　　末）について　
報告事項２　　組合員の動向（11月末）について
報告事項３　　不祥事再発防止策について
報告事項４　　融資審査会の結果について
報告事項５　　定款第57条第６項に基づく貸出金
　　　　　　　に係る理事会承認案件の処理状況
　　　　　　　について
報告事項６　　特定組合員実績（11月末）につい
　　　　　　　て
報告事項７　　平成30年度草地植生改善事業機械
　　　　　　　利用状況について
報告事項８　　年末年始休業中の組合員緊急連絡
　　　　　　　体制について
報告事項９　　販売事業実績（11月末）について
報告事項10　　購買事業実績（11月末）について
報告事項11　　行事予定について

12


